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１　現状と課題

２　事業目的

３　事業目的を達成するための取組

４　成果指標 （推移の凡例　↗︓改善　↘︓悪化　→︓変化なし　―︓数値なし）

５　本事業が貢献する総合５か年計画の施策分野と達成目標

６　事業コスト （単位︓千円、⼈）
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コロナ前の70%を公園利⽤者数の目標とする。

管理上の瑕疵に起因する事故件数０件を目標とする。

①②③-1

①②③-2

未達成

達成

600

0

↗

→

達成目標
（★印が付いているものは主要目標） 年 数値

単位
目標

年 数値年 数値
直近３か年の状況

年 数値

事　業　名 都市公園事業費 部局 建設部 課・室 都市・まちづくり課
実施期間 S41 〜

達成
状況 目標値設定理由

R5年度
実績 推移

③公園施設の⻑寿命化対策

単位
R3年度 R4年度

No. 指標名
実績 実績 推移

R5年度
目標値

地域の特徴と⾃然の恵みを⽣かした快適で魅⼒あ
る空間づくりの推進
「信州やまなみ国スポ・全障スポ」の開催を契機とし
たスポーツ振興の推進

No.

3-1①

3-2②

施策分野（施策の総合的展開名）

事業番号 11 07 02 事業改善シート（令和５年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案 　□補正予算案　■点検

【現状】
〇都市公園（５公園）の管理については、利⽤者サービスの向上を図るため指定管理者により実施。
〇コロナウイルス感染拡⼤により公園利⽤者数が減少。利⽤者数は回復しつつあるが、R3年度では370千⼈であり、コロナ以前の利
⽤者数まで回復していない。
〇「⻑野県公園施設⻑寿命化計画」に基づき、ライフサイクルコストの縮減や更新費⽤の平準化を図りつつ、公園施設の安全性と機
能を確保。
〇都市公園の再整備等にあたっては、国庫補助採択基準に合致する⼀定規模以上の事業について国の交付⾦等を活⽤し、公園
利⽤者の増加を図る。

【課題】
〇公園管理の負担軽減等を図るため、公園のオープン化が必要。
〇コロナウイルス感染拡⼤により、R2年度の利⽤者数が323千⼈に減少していることから、利⽤者数の増加のための取組が必要。
〇公園施設の⽼朽化が進⾏し、計画的な更新が必要。

都市公園を適切に管理し、公園の特⾊を活かしたにぎわいの創出を図るとともに、スポーツ・レクリエーション、⽂化活動、⾃然とのふれあ
い及び癒やしの場を形成する。

①指定管理者による公園管理

pref.nagano.lg.jptoshi-machi

・公園施設の計画的な更新を⾏い、安全性と機能を確保。
 ５公園（松本平広域公園、烏川渓⾕緑地、若⾥公園、
 南信州広域公園、飯田運動公園）で実施。

・⺠間の活⼒を活⽤し、利⽤者サービスの向上を図る。
・５公園（松本平広域公園、烏川渓⾕緑地、若⾥公園、
　南信州広域公園、飯田運動公園）
・コロナウイルス感染拡⼤により利⽤者数が減少したことから、
　指定管理者による⾃主事業等を⾏い、利⽤者数の増加を図る。
②都市公園の再整備
・都市公園の魅⼒向上及びにぎわい創出を図る。
 ２公園（松本平広域公園、烏川渓⾕緑地）で実施。
・2028国スポの開催に向けた施設整備を実施。
 １公園（松本平広域公園）で実施。

E-mail

1,083,453 3,747,028 1,914,315 6,744,796 749,561 3,812,617

21.0
R4年度 1,620,787 1,944,744 60,296 3,625,827 667,739 2,467,047 21.0
R3年度 800,617 1,752,112 972,777 3,525,506 709,311 1,874,450

21.0R5年度

区分
予算額

決算額 職員数
前年度繰越 当初予算 補正予算等 合計

（予算現額） うち⼀般財源

都市公園の再整備（松本平広域公園陸上競技場）

公園施設長寿命化計画に基づく施設更新



７　主な取組実績と成果

８　成果指標の達成状況に関する要因分析

９　今後の事業の方向性

02

R5年度推移 ↗ 達成状況 未達成指標①②③-1 公園利⽤者数 R4年度推移 ↗

事業改善シート（令和５年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案 　□補正予算案　■点検

事　業　名 都市公園事業費 部局

①指定管理者による公園管理
・⺠間の活⼒を活⽤し、利⽤者サービスの向上を図ったことにより、コロナウイルス感染拡⼤により減少していた利⽤者数が、R３年度は
370千⼈、R4年度は404千⼈、R５年度は457千⼈と増加傾向にあり、着実に回復している。

②都市公園の再整備

③公園施設の⻑寿命化対策

建設部 課・室 都市・まちづくり課

・遊具、四阿、園路、照明等の更新を⾏い、利⽤者の安全を確保した。

・都市公園の魅⼒向上及び賑わい創出のため、松本平広域公園において
駐⾞場の再整備、烏川渓⾕緑地において園内を流れる沢の護岸整備等を実施。
今後も順次整備を進め、都市公園の魅⼒向上、にぎわい創出に努めていく。
・2028国スポに向けた施設整備のため、松本平広域公園において陸上競技場の
整備を実施。来年度以降も引き続き整備を進めていく。

事業番号 11 07

R５年度においては、施設によってはコロナ前を上回る利⽤があったものの、建替えや改修により利⽤休⽌としたスポーツ施設があったこと
も影響し、全体としては目標値に届かなかった。
指標①②③-2 管理上の瑕疵に起因する事故件数 R4年度推移 → R5年度推移 → 達成状況 達成
⻑野県公園施設⻑寿命化計画に基づき、公園施設の計画的な更新を⾏った結果、管理上の瑕疵に起因する事故件数は０件で
あった。

(1) 上記７、８及び県⺠の意⾒等を踏まえた課題
・利⽤者の増加に向けては、年間を通じて楽しめる公園とするための植栽管理、マルシェなどのイベント開催、キッチンカーによる飲⾷の提
供等のにぎわい創出のための更なる取組が必要である。
・公共事業予算が減少している中にあっては、効率的な事業執⾏が求められる。
・公園施設の⽼朽化が進⾏しており、計画的に更新する必要がある。

(2) 事業改善の方策
・利⽤者の増加に向け、引き続き⺠間のノウハウを活⽤した維持管理を⾏う。
・R10年度開催の国⺠スポーツ⼤会に向けて松本平広域公園陸上競技場の整備を着実に進めるとともに、各都市公園の魅⼒向上・
にぎわい創出のための整備を引き続き実施する。
・事業の重点化やコスト縮減など、効率的な事業執⾏に努める。
・⻑野県公園施設⻑寿命化計画に基づき、公園施設の計画的な更新を⾏っていく。

松本平広域公園陸上競技場（メインスタンド）



修繕工事

⽼朽化した都市公園施設の修繕等を実施
【松本平広域公園、若⾥公園、飯田運動公園、南信州広域公園、烏川渓⾕緑
地】直接

県内５公園で実施

No. 細事業を構成する主な取組 実施方法 令和５年度実施内容（実績）（上段︓事業概要、下段︓活動によるアウトプット）

細事業
No. 細事業名

3 県単公園事業費

細事業を構成する主な取組 実施方法 令和５年度実施内容（実績）（上段︓事業概要、下段︓活動によるアウトプット）

1 改築工事

都市公園の魅⼒向上や賑わい創出のための再整備、グリーンインフラの推進、⽼朽
化した都市公園施設の更新等を実施
【松本平広域公園、若⾥公園、飯田運動公園、南信州広域公園、烏川渓⾕緑
地】直接

R3年度
決算額

R4年度
決算額

R5年度
決算額

1,202,087 1,869,211 3,145,169

千円 千円

県内５公園で実施

2 陸上競技場整備事業
2028国スポの開・閉会式及び陸上競技の会場となる松本平広域公園陸上競技
場の整備を実施直接
新陸上競技場（RC造⼀部S造、地上２階地下１階、観客席数約15,000席）の建設工事に着⼿

No.

都市公園の維持修繕等

まちなかの緑地整備・保全事業

実施方法

細事業
No. 細事業名

2 都市公園事業費

補助⾦

4 都市公園の管理

⾏き届いた公園管理を指定管理者により提供
【松本平広域公園、若⾥公園、飯田運動公園、南信州広域公園、烏川渓⾕緑
地】指定管理

指定管理料総額︓498,742千円

3 都市公園の備品購入等
AEDを整備
【松本平広域公園、飯田運動公園、南信州広域公園、烏川渓⾕緑地】直接
本体更新︓計４台

□当初要求　□当初予算案 　□補正予算案　■点検

2

1

細事業
No. 細事業名

公園管理費

No.

1

部局 建設部 課・室 都市・まちづくり課

令和５年度実施内容（実績）（上段︓事業概要、下段︓活動によるアウトプット）

松本平広域公園・飯田運動公園の指定管理者選定会議を開催

指定管理者選定会議︓２回開催

⽼朽化した公園施設の修繕等を実施
【若⾥公園】

県内１公園で実施

直接

直接

R5年度
決算額

R4年度
決算額

1

5

事　業　名 都市公園事業費
事業番号 11 07 02 細事業⼀覧（令和５年度実施事業分）

市街地において森林を⾝近に感じられる緑地の整備・保全を実施

県内１箇所の緑地整備、県道４路線・市道４路線の街路樹等保全

直接

R3年度
決算額

513,833511,649590,448

千円千円千円
細事業を構成する主な取組

指定管理者選定会議

千円

R3年度
決算額

R4年度
決算額

R5年度
決算額

81,915 86,187 153,615

千円 千円 千円


